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第１回校長講話（５月１２日）  ～ 命のリレー ～ 

西部中学校での校長講話は初めてなので，最も大切にしたい「命」についてお話しします。 

 「相田みつを」という詩人がいます。いろいろなところで目にするので，きっとみなさんもどこかで

目にしたことがあると思います。その中で，私が好きな一編の詩『自分の番』を紹介します。 

 

                           この詩の，「いま自分の番を生きている」と

いうことは，どういうことなのでしょうか。                           

友だちと意見交換してみてください。 

                           「父・母」や「つながっている」という言

葉が思いつく人もいたと思います。陸上でい

えば，「つながる」という種目は「リレー」

ですね。では，「命のリレー」についてさら

に考えてみたいと思います。 

 

 

 ここにもう一つ，相田さんの詩『自分の番 いのちのバトン』があります。この詩の中に「命のリレ

ー」の答えがあるように私には思えるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『過去無量』とは，「過去ずっと」「測ることができないほどずっと」というような意味です。また，

『～代』というのは，ご先祖様のことです。ご先祖様は私たちに命を授けてくれた人です。 ここに興味

があったので，数えてみました。すると，３５代前には世界の人口を超えてしまいました。これは，全

世界の人がつながっているということになるのではないでしょうか。 

このことをわかりやすく紹介した絵本があったので，絵でお見せ

します。この絵の中で，「この人がいなければ，あなたはいない」「あ

なたがいなければ，これだけの人がすべていない」ということにな

ります。もし，自分を遥か遠くから見つめている人がいるとしたら，

まさにあなたは，たまたまリレーの第何番目の走者のようなものな

のでしょう。 

 

 歴史の中では，日本も世界も戦争で殺し合いをしてきた歴史があります。多くの人が死んでいます。



そのたびに，先ほどのリレーのバトンは途切れてきました。この世に存在できなかった命もきっと無数

にあるのだろうと思います。 

 ですから，あなたは奇跡的に誕生した，かけえがえのない一つの命なのです。もう一度言います。あ

なたの命は，生き残ってリレーしてくれた過去の人がいなかったら存在しないのです。そして，これか

ら先の未来にも，たった一人のあなたの命はつながっているのです。もし，あなたがいなくなると，未

来の無数の可能性が一瞬にして消えてしまうのです。まさに，「かけがえのない存在」なのです。 

 

 人間は一人一人違っています。違っていることに意味と価値があります。この世に生を受けた以上，

すべての人の存在には，意味と価値があるのです。だから，自分の番を走るには，自分の精一杯を尽く

せばいいのです。ほかの人と比べ過ぎて，自分の価値をさげすむことはありません。しかし，精一杯で

きるのに，自分が自分を甘やかしてしまうのもどうでしょうか。まして，自分の番だからどう生きよう

が自分の勝手だという考え方もどうでしょうか。 

 自分の命を大切に，人の命も大切にしましょう。そして，命のバトンをつなげ，未来にリレーしてい

こうではありませんか。 

  『うまれかわり  死にかわり永遠の過去のいのちを受けついで  いま自分の番を生きている 

それがあなたのいのちです  それがわたしのいのちです』 

 

 

 

 

 

 

西山校長と生徒一人一人の個別面談 

 校長講話は，「みなさんの名前を全員覚えて，話がしたいです。夢を語ってほしいです。一人ずつ校

長室でお話しできないか考えています」という言葉で締めくくられました。 

そこで，５月１５日(木)から西山校長と生徒一人一人の面談が始まりました。３年１組から毎朝５名

ずつ，校長室で行っています。全校生徒に回るには時間がかかりそうですが，将来の夢や希望など，た

とえ短時間でも学校長と話ができる貴重な機会となることと思います。 

鑑賞音楽会 歌劇「カルメン」 ～体育館ステージに本格的な舞台を設置～ 

 ５月１３日(火)に，オペラアンサンブル・ヴォーチェのみなさんによる歌劇「カルメン」を中条中学

校と鬼無里中学校のみなさんといっしょに鑑賞しました。本格的な舞台を間近で見ることができ，歌声

や演技に圧倒されました。 

 

スクールカウンセラーについて 

◆本校では毎月２回，スクールカウンセラーの吉原令子先生に

お越しいただいています。昨年度は月１回だったので，今ま

で以上に相談のご希望にそえるようになりました。 

◆相談を希望する場合は，早めに学級担任か教頭等にご連絡く

ださい。基本的に，申込み順に相談の予約を入れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ホームページのリニューアルのお知らせ＞ 

 西部中学校のホームページをリニューアルしました。まだ作成中のページもありますが，

行事の様子や重点として取り組んでいる学習などが紹介されています。ぜひご覧ください。 

    【アドレス】  http://www.nagano-ngn.ed.jp/seibujh/ 

今日の校長講話で，「命」についてのお話をしてくださいました。その中で，相田みつをさんの書い

た詩が２つ出てきました。私は小学校のころに，相田みつをさんの詩を勉強したことがあります。私

は，命について考えさせられるとても良い詩だなぁと思っていました。今日のお話にもあったように，

命，未来への“可能性”を，大事にしていきたいと思いました。         （１年生） 


